




















































A Study of Competiveness Improvement in Handball





































































攻撃回数（回） 54.0 ±2.8 54.0 ±3.5 54.0 ±2.6
得点（点） 23.2 ±2.3 24.0 ±2.0 22.0 ±2.6
警告（回） 2.5 ±0.8 2.7 ±0.8 2.3 ±1.2
退場（回） 1.8 ±2.1 3.0 ±2.6 0.7 ±0.6
攻撃成功率（％） 42.6 45.1 40.7
表1　3試合の評価
図1　シュートまで到達された割合（%）
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VTRで退場局面を抽出すると、1対1、2対2が3回
ずつ、アウトナンバーの局面が1回、速攻局面が1回、
リバウンド局面が1回の9回であった。警告は、危
険な反則やスポーツマンシップに反する行為、退場
は、退場に相当するプレー、もしくは個人に対し、警
告2回目から2分間の退場となる。警告が、チームで
累積3枚まで、4枚目から、その選手が初めての警告
に相当するプレーであっても退場となる。
1対1の退場局面を図2に示した。このプレーは、
攻撃者と防御者の人数が対等のイーブンナンバー
であるが、左右の防御者との間に2人分の空間があ
り、攻撃側に意図とした戦術が見受けられる。また、
シューターに対し横からプッシング行為を行ってい
る。このことで、防御者は、早めのマークをしなけれ
ばならない局面であるが、対応が遅れていることが
伺える。防御方法は、ボールが空中に位置し、攻撃
プレーヤーがパスを受け取る瞬間に、決断力をもっ
てアタックすること、攻撃側の動く空間をさえぎる事で
攻撃者の選択肢をなくすことが挙げられる。
チーム警告が累積3枚後の1対1の攻撃者のフェ
イント動作による退場局面を図3に示した。このプレー
は、図2と同じイーブンナンバーで、左右の防御者と
の間にひと1人空間がある。また、攻撃者との縦の空
間も空いていることで、攻撃者が戦術判断をしやすく、
フェイント動作も掛けやすい条件を防御者が作ってし
まっていることが伺える。防御者は左右の防御者との
間が広いと判断した際は、縦の空間をつぶし、駆け
引きをすることにより、正面に対する防御が可能である
と思われる。また、シュート確率の高いゴールエリア
からのシュートを防ぐ必要性がある。それは、チーム
防御では、防御バランスの確保が重要な原則であり、
プレーヤー同士の協力のもとに行われ、1人の防御
によるミスが防御システムを崩壊させ、相手チームに
得点の機会を増やすことと述べられている6）。
図3　1対1の退場局面
攻撃者のフェイント動作に横移動
図2　1対1の退場局面
防御の判断ミスによる対応遅れ
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サイドでの2対1の警告局面を図4に示した。この
プレーは、映像で見る限り、左45プレーヤー（レフト
バック）が視野に入ることで、内側への空間に走り込
むサイドプレーヤーへの対応が遅れ自由にプレーで
きる状態で、防御者が身体やユニホームを捕まえて
いる。これは、明らかに相手の身体を狙った違反で
あり、サイドの防御者と内側の防御者との空間が広く、
防御のコンビネーションが整っていないことが浮き彫
りとなった。内側の防御者がポジショニングを下げ
ることや前後のけん制を行うことで、攻撃者の左45プ
レーヤー（レフトバック）のロング、ミドルシュートに
対応でき、かつサイド防御者が内側の防御者に声を
かけ、内側の防御者まで正面で押し上げる防御がで
きていれば、罰則は防げたと考えられる。
縦の2対2の退場局面を図5に示した。このプレー
は、ゴールエリアラインとフリースローラインの間に
位置するポストプレーヤーとのコンビネーションプ
レーで、バスケットボールでいうスクリーンプレーで
ある。防御側は、防御間を取られないようにイーブ
ンナンバーを作る防御が望まれる。防御時のチェン
ジするタイミングミスにより、攻撃側のパサーとポスト
プレーヤーで防御者1人に対し2人の攻撃の形を作
られ、ポストプレーヤーの側面から胴体を掴み防御
している。防御方法は、マークの受け渡しをタイム
ング良く行うことで、2人のコンビネーションに繋がり、
また、マークの距離が離れた場合は、別の防御方
法に切換える判断力と連携が必要である。
速攻時の退場局面を図6に示した。自チームの安
易な攻撃ミスが原因で、防御への移行時に得点の取
り易い速攻局面に持ち込まれている。高速で走る相
手に対しての違反であり、競技規則からも即座に退
場と明記されている。少しでも攻撃者を外側に追い込
んで、接触することなくシュートを打たせ、味方ゴー
ルキーパーの取りやすい状況を作らなければならな
いが、側面から胴体を掴み、外側へ押し出している。
これは、時間や得点差といった焦りや経験不足から
起こる判断ミスであると思われる。
防御やゴールキーパーにあたり、プレーイングエ
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図5　縦の2対2の退場局面
図4　サイドでのアウトナンバーによる罰則
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第50号　2015 117
リア内にはね返ったリバウンド時の退場局面を図7
に示した。このプレーは、ゴールキーパーがセービ
ングし、攻撃へ移行した際にボールがサイドエリア
へ転がり、慌ててリバウンドのボール処理に向った
結果、対応が遅れ、攻撃側にボールを保持され、
後方から胴体をホールディングしている。速攻局面
と同様に味方ゴールキーパーが阻止したボールで
あった事で、得点を許さないよう必死に防御した結果
と伺える。罰則の可能性のある、時間帯や得点差な
どをプレーしながら常に把握しておく必要があり、失
点に罰則の2分間の退場となれば、対戦相手に有利
なゲーム展開の機会を与えることになる。
4．まとめ
本研究では、関東学生ハンドボール秋季リーグ
戦3試合から自チームの採用した防御システムでの
失点局面、罰則時の局面について調査し、以下の
所見を得た。シュートまで到達された防御局面では、
1対1の局面、2対2の局面で約5割であったことで、
防御隊形時、左右に空間がある1対1の基本防御は、
攻撃者の選択肢を少なくすることが挙げられ、攻撃者
よりも先に正面に位置取りする。ボールが空中に位
置し、攻撃プレーヤーがパスを受け取る瞬間に、決
断力をもってアタックすること。攻撃側の動く空間をさ
えぎる事で攻撃者の選択肢をなくすことを実践するこ
とが挙げられた。また、防御時のコンビネーションミ
スは、罰則を受ける可能性が高いことが明らかになっ
た。
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